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交流から共生へ

―外国籍町民3名の北海道秩父別町でなまら考えた―

北海道大学 高等教育推進機構 国際教育研究部 非常勤講師/研究員
北海道秩父別町 移住交流推進委員会 多文化交流コーディネーター

式部絢子（しきぶあやこ）
shikibu@oia.hokudai.ac.jp

ちっぷべつちょう

01．自己紹介

2004年-2015年

2016年-現在

・ 海外4か国

・ 国内ボランティア 生活者のため・子ども

・ 北海道大学/北海道教育大学

留学生・日本人学生 非常勤講師/研究員

・ 秩父別町 多文化交流コーディネーター

（元 地域おこし協力隊）

・ 国内ボランティア 生活者のため・子ども

生計が立てられない問題！

式部絢子・込宮麻紀子（2019）『ご近所さんは外国人？ 外国人との共生を考える本』p.2より

そもそも…
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今日の目的

地域活性化のために言語教育だから
活かせることを考える

「ちっぷ」の事例

国際交流のための交流→共生のための交流

皆さんの
活動

ちっぷの
事例

※「ちっぷ」…秩父別町の略

本日のメニュー

01．北海道の状況

02．ちっぷでの実践（交流→共生）

03．大実践「ちっぷ100人サミット」

04．協働実践者に聞く

０５．地域活性化のために言語教育…

01．北海道の状況

人口約530万人

在住外国人数

約4.2万人

人口約1億２千万人

※ 2019年

在住外国人数
約293万人

国籍別・在道外国人数（元データ） ※法務省在留外国人統計よりグラフ化
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北海道における在住外国人の割合（在留資格別）

2019在留外国人統計「都道府県別 在留資格別 在留外国人（総数）」より作成
https://www.e-stat.go.jp/

永住者・日本人の配
偶者等・永住者の配
偶者等・定住者
25.9％

技術・人文知識・
国際業務
9.2％

特定技能
0.2％

特定活動
７．５％

技能実習
31.6％

留学生
11.7％

技能
4.0％

その他
9.9％

▶ 全国に比べ、北海道の増加率は高い

01．北海道の状況

特に技能実習生
（3割以上）

02．ちっぷでの実践（交流→共生）

秩父別町

人口2,346人

外国人在住者数 3名

ちっぷべつ

2021年4月30日現在

（国際）交流のための交流➡町作り・共生のための交流

2016年から2021年の足跡

©秩父別町
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プロジェクトベースの交流

2016年

2016～201７年

大学院
プレゼンツ
「国際映画上
映会」開催

秩父別町移住交流推進委員
Ver.3

ちっぷ
「国際映画上映会」

ちっぷ×早稲田大学大学院ゼミ

2017年～201８年

2019年
2019年
タイから
インバウンド専門員

2019年「共生」を
テーマに

2020年
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202１年

「町作り・共生のための交流」
役場とシェア！

総務省

2018年くらいまでの話…

ちょっと一息・・・ 「ちっぷ100人サミット －ご近所さんは外国人？」

20

2019年11月16日

03．大実践「ちっぷ100人サミット」
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理念と方法

日本語教育の対象は
「留学生」「外国人」だけじゃない

自分のことばで
自分や他人や地域のことを意識する

➡当事者意識を作る

今、これからのちっぷを
自分たちで話そう

お題：「ご近所さんは外国人？」

+協働実践者

サミットができるまで

▶ 4月-6月 ちっぷの若者(7名）にインタビュー

▶ 7月-8月 冊子を作る
「ご近所さんは外国人？外国人との共生を考える本」

▶ 10月 冊子 全世帯に配布+公共施設

▶ 11月 サミット開催

運営協力：ちっぷの若者たち→作戦会議

参加者構成：

23

実施後アンケートから

24
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グループメンバーは年齢・お仕事、いろいろ混ぜる

役場

農家

介護施設
大学 農家

JA

餅菓子屋
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０４．協働実践者に聞く

▶ サミットを企画運営して考えたこと

▶ 「言語教育」の私たちが役に立ったかなぁと

思えること

こみやさん、たておか先生

０５．話そう！

Q.地域活性化のために言語教育だから

活かせると思うこと

A.しきぶ

(新しく来た人と)どんな町にしたいか

自分たちのことばで考える/意識する

/話す/けんかする・・・土壌づくり
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